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「玉村町の子ども食堂を
ご紹介します」

研究テーマ：町農業を支える水利施設の現状と課題

所管事務調査日：令和 8 年 7 月 30 日
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え
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町
内
の
農
業
用
水
は
、
利
根
川
南
の
地
域
が

天
狗
岩
用
水
、
北
の
地
域
が
広
瀬
桃
木
両
用
水

に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
て
お
り
、
約
６
７
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
水
田
が
受
益
地
と
な
っ
て
い
る
。
各

水
系
の
基
幹
水
利
施
設
で
あ
る
榎
町
堰
、
第
一
・

第
二
統
合
堰
、
樋
越
堰
、
韮
塚
堰
な
ど
は
、
長

年
に
わ
た
り
町
の
農
業
基
盤
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
も
の
の
、
令
和
６
年
度
に

実
施
し
た
機
能
診
断
で
は
、
一
部
の
施
設
に
お

い
て
機
能
低
下
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
利
根
川

か
ら
天
狗
岩
用
水
、
広
瀬
桃
木
両
用
水
へ
送
水

す
る
坂
東
大
堰
の
更
新
工
事
も
進
ん
で
お
り
、

受
益
自
治
体
と
し
て
町
も
負
担
金
を
支
出
し
て

い
る
。
か
ん
が
い
時
期
の
全
量
送
水
は
、
毎
年

６
月
上
旬
か
ら
９
月
下
旬
ま
で
行
わ
れ
、
各
堰

の
管
理
は
水
利
組
合
が
担
っ
て
い
る
。

　
榎
町
堰
（
高
崎
市
上
滝
町
）
で
は
ス
ラ
イ
ド
ゲ
ー

ト
や
取
水
ゲ
ー
ト
の
状
態
を
確
認
し
、
樋
越
堰

（
前
橋
市
房
丸
町
）
で
は
起
伏
ゲ
ー
ト
や
取
水
ゲ
ー

ト
、
操
作
小
屋
な
ど
を
調
査
し
た
。
榎
町
堰
は

築
造
か
ら
42
年
、
樋
越
堰
は
46
年
が
経
過
し
て

い
る
。
今
回
樋
越
堰
は
更
新
を
行
っ
た
が
、
榎

町
堰
は
老
朽
化
が
進
む
中
で
補
修
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

安
定
し
た
送
水
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
計

画
的
な
更
新
と
適
切
な
管
理
体
制
が
不
可
欠
で

あ
り
、農
業
用
水
が
「
当
た
り
前
に
届
く
」
に
は
、

こ
う
し
た
基
幹
施
設
の
確
実
な
機
能
が
支
え
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
視
察
と
な
っ
た
。

計
画
的
な
更
新
と
適
切
な
管
理
体
制
を

計
画
的
な
更
新
と
適
切
な
管
理
体
制
を

視視点点
議会の議会の

老
朽
化
が
進
む
中
、
補
修
に
よ
り
機

能
を
維
持
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き

る
。
一
方
、
草
木
の
繁
茂
や
土
砂
の
堆
積
が
一

部
に
あ
り
、
維
持
管
理
の
負
担
増
が
課
題
と
し

て
浮
か
び
上
が
っ
た
。
計
画
的
な
更
新
・
補
修

を
進
め
る
と
と
も
に
、
土
地
改
良
区
や
水
利
組

合
と
の
連
携
を
強
化
し
、
用
水
路
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
補
助
制
度
の
活
用
も
含
め
、
持
続

可
能
な
体
制
の
確
保
を
求
め
た
い
。

農
業
用
水
が

「
当
た
り
前
に
届
く
」た
め
に
は
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「
多
世
代
に
わ
た
る
地
域
交
流
の
場
」
と
し
て
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子ども食堂とは…民間のボランティア団体などが主催している子供が一人でも行ける
無料または低額の食堂。現在、玉村町には 5 団体６か所あり、月１回の割合で開催
されている。

変
わ
る 

子
ど
も
食
堂
の
意
味

 　
「
貧
困
家
庭
の
子
供
た
ち
の
食
の
確
保
」
か
ら

始
ま
っ
た
民
間
発
の
活
動
だ
が
、
現
在
で
は
、

食
を
契
機
と
し
つ
つ
も
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
気
軽
に
集
え
る
「
多
世
代
に
わ
た
る
地
域

交
流
の
場
」
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
く
な
っ

て
い
る
。
孤
立
防
止
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
お
い
て
、
そ
の
役
割
は
変
化
し
、
重

要
性
を
増
し
て
い
る
。活

動
を
支
え
る
支
援

　

子
ど
も
食
堂
は
、
公
的

と
民
間
に
よ
る
支
援
が
あ

る
。
公
的
支
援
と
は
、
子
ど

も
食
堂
の
運
営
に
必
要
な
経

費
（
保
険
料
や
検
便
検
査

等
も
含
む
）
を
対
象
に
、
上

限
２
万
４
０
０
０
円（
年
間
）

の
補
助
金
を
支
給
す
る
も
の

や
開
設
に
必
要
な
経
費
を

10
万
円
補
助
す
る
等
が
あ
る
。
ほ
か
、
町
の
フ
ー

ド
バ
ン
ク
が
一
般
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
食
材

の
提
供
等
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
民

間
支
援
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
む
す
び
え
に
よ
る
「
こ

ど
も
食
堂
ス
タ
ー
ト
応
援
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
、

太
陽
誘
電
株
式
会
社
等
に
よ
る
年
末
義
損
金
等
の

支
援
、
農
家
や
小
規
模
事
業
者
等
か
ら
の
食
材
の

寄
附
が
大
き
い
。

安
定
か
つ
継
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は

安
定
か
つ
継
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は

視視点点
議会の議会の

子
ど
も
会
の
減
少
、
高
齢
者
の
孤
立
、

地
域
内
に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄

化
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
地
域
課
題
の
解
決
に

も
資
す
る
極
め
て
重
要
な
取
組
で
あ
る
と
高
く

評
価
す
る
。
今
後
、
安
定
か
つ
継
続
的
に
発
展

す
る
た
め
に
は
、
行
政
の
後
押
し
が
不
可
欠
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
の
公
的
組
織
と
の
連
携
強
化

や
、
運
営
費
補
助
の
拡
充
を
は
じ
め
と
す
る
、

公
的
支
援
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
強
く
期
待
す
る

も
の
で
あ
る
。

起伏ゲート等を調査。農業用水の安定した送水には不可欠（樋越堰）

玉村町の子ども食堂の団体
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